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前提条件として， r正当性条件」を用いる記述スタイルを提案している o r正当性条件」を用いると，要求記述時に，
具体的な前提条件をいちいち考慮しなくてもよく，また，成立しない条件を誤って書いて記述全体が意味のないもの
になる恐れもなくなる。「拡張射影」や「正当性条件」を用いた記述に対して，詳細化が正しいことを証明する有用
な方法も与えているo さらに，これらの記述法をプログラム設計の公開問題に適用し実用的にも有用であることを
確認しているo
次に，分散システムの全体仕様から，各ノードのプログラムを導出するアルゴリズムを，信頼できるネットワーク
と信頼できないネットワークそれぞれについて，考案しているo 導出されるフ。ログラム群で用いているメッセージ交
換方式は一般的な場合の実行動作数が最小のものであり，その中で，全体仕様のー状態選移を模倣するのに必要なメッ
セージの送受信数が最小のものを求めているo どちらのアルゴリズムでも，実用的な時間内でフ。ログラム群が自動生
成できることを実験により示しているo
以上の研究成果は，ソフトウェアの階層的設計法，及び分散システムの設計法に関する研究分野の発展に貢献して
おり，本論文は博士(工学)論文として価値あるものと認めるo
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